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カミンズ社外秘 

この文書（および文書に示されている情報）は 機密情報であり、 カミンズ・インコーポレイテッドの書面による同意なしに、ハー

ドコピーまたは電子形式で他者に開示、複製、またはいかなる目的で使用してはなりません。 

概要 

本規格は、世界中のカミンズの製造現場に出荷される生産部品のパッケージングに関す
る要件を定めています。 
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1. 対象範囲 

本規格は、すべての会社間販売を含む、世界中のカミンズの現場に供給されるすべての
生産部品および試作部品および材料の要件を提供します。 

 

特定の手順または要件、あるいはその両方が各工場に存在する可能性があり、本書に含
まれていない可能性があるため、現場の要件を受け取る特定のカミンズをサプライヤー
が理解するよう務めることが重要です。サプライヤーは、現場のパッケージング担当者
を受け入れる特定のカミンズそれぞれについて、承認の議案を提出するものとします。 

 

Cummins New＆ReCon Parts の団体には、異なるパッケージング要件があります。カミン
ズグローバル パッケージング Standard-New and ReCon Parts を参照してください。 

2. 適用文書 

以下のリストに記載の適用文書は、リスに記載の各組織から入手できます。 

a. AIAG B3、出荷 / 部品識別ラベル適用基準 

b. ASTM D4169、出荷コンテナ  及びシステムの性能試験の実施要領 

c. ASTM D7611、樹脂識別のためのプラスチック製造品の コーディングに関する標

準慣行 

d. CORP-09-10-03-01、人間工学規格 

e. ISO 6780、大陸間資材運搬用フラットパレット - 基本寸法 と公差 

f. ISO 8611-1、資材運搬用パレット -- フラット パレット -- Part 1:試験方法 

g. ISO 8611-2、資材運搬用パレット -- フラット パレット -- Part 2:実施 要件および

試験の選択 

h. ISO 8611-3、資材運搬用パレット -- フラット パレット -- Part 3:最大  作業負荷 

i. ISPM 15、国際貿易における木材こん包材の規制 

j. 全米木製パレット ＆ コンテナ協会 (NWPCA):木材およびパレットの統一 規格 

3. 定義 

本規格で使用される用語は、セクション 7.4 にリスト化されています。ラベル固有の用
語集s および 添付資料 A:パッケージング用語集。 
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4. イントロダクションおよび基本情報 

4.1. イントロダクション 

 

Cummins グローバルパッケージング標準生産部品（以下、「標準」）は、パッケージ
ングの標準化、廃棄物の削減、品質とパッケージの持続可能性の向上を目的に作成され、
同時に最小の総費用で部品を提供します。パッケージングは、安全性、環境、品質、ラ
インサイド配送、注文数量、在庫レベル、貨物利用率、顧客満足度に影響を与えるサプ
ライチェーンの重要な要素です。 

 

パッケージングの設計は、使用場所を通過する際の人間工学およびユニットロードの安
定性への配慮を含む、環境への影響と安全性に焦点を置きます。許容される材料と方法
に関する具体的なガイダンスは、規格全体で概説されています。 

 

この文書では、「すべき」という言葉はカミンズの推奨事項を示し、「する」という言
葉はカミンズの要件を示し、「する」という言葉は法律または法令による要件を示しま
す。カミンズの意図は、すべてのサプライヤーが本文書の要件を遵守することです。こ
の文書の各章は、部品部品の納品に対するカミンズの期待に応えるために必要な情報を
サプライヤーに提供します。 

4.2. 目的 

 

この文書は、カミンズのすべての製造施設に対するコンポーネント部品のすべてのサプ
ライヤーのパッケージングの慣行および基準を指定しています。すべてのカミンズ部品
流通センター（PDC）への部品のサプライヤーについては、グローバルパッケージング
標準-New & ReCon Partsを参照してください。これらの規格は、サプライヤが部品固有
のパッケージング仕様を開発し、持続可能性とサプライチェーンフロー全体を十分に考
慮して、すべての着信コンポーネントを最小の総費用で適切に保護するための基盤です。
サプライヤーのパッケージングは、輸送条件や輸送方法に関係なく、使用地点までの流
通チェーン全体を通じて部品の品質を維持するものとします。 

 

グローバルパッケージング標準-Production Partsおよびグローバルパッケージング標準-
New＆ReCon Partsは、 www.supplier.cummins.com よりアクセスできます。 

 
 

http://www.supplier.cummins.com/
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図 1: www.supplier.cummins.com  

4.3. サプライヤーのコンプライアンス 

 

カミンズは、入ってくるパッケージをランダムに検査し、基準に従ってコンプライアン
スを判断します。追加の規制またはその他のパッケージング要件が存在する場合、また
はこの規格でカバーされていない場合、サプライヤーはコンプライアンスを取得して保
証する責任があります。 

 

この文書内の仕様に違反した場合、カミンズは以下の権利を留保します： 
 

4.3.1. 資材不適合（MNC）を発行して不適合を文書化し、必要な是正措置をサプラ
イヤーに通知します。 

 

4.3.2. サプライヤー是正措置レポート（SCAR）を発行し、サプライヤー品質改善
エンジニア（SQIE）主導の7段階プロセスを通じて是正措置を文書化し、推進します。 

 

4.3.3. 不適切にパッケージングされた、またはサプライヤーの費用で特定された、
受け取った貨物を返品するために、返品保証（RMA）を拒否して要求します。 

 

http://www.supplier.cummins.com/
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4.3.4. 規格への違反に起因する費用については、サプライヤーに請求してください。
（例：破損した部品の再梱包、選別、再加工、交換などの材料および/または人件費が
含まれる場合があります）。 

4.3.5. カミンズへのサプライヤーとしてサプライヤーを削除することを検討してくだ

さい。 

4.4. 主要連絡先 
 

サプライヤーは、ここで規定されているグローバル要件を超えて、サイト固有のパッケ
ージ要件を受け取っているカミンズを理解、それを順守し、パッケージ提案の迅速な承
認を促進する必要があります。 

 

このパッケージング基準に固有の質問は、書面で調達マネージャーに提出するものとし
ます。 

 

カミンズグローバルパッケージング標準を使用または適用する際に、明確化または変更
が必要な推奨事項または質問がある場合があります。セクション 4.5を参照してくださ
い。改訂と責任は、 8ページにあります。 

4.5. 改訂と責任 
 

カミンズグローバルパッケージング協議会は、複数のカミンズビジネスユニット（BU）
のパッケージエンジニアリング機能リーダーのグループです。協議会の目的は、グロー
バルなクロスBUパッケージング標準、共通プロセスの開発と維持においてカミンズコ
ーポレートサプライチェーンを支援し、カミンズパッケージング機能の機能的卓越性を
生み出すことです。 

 

この規格の改訂は、カミンズグローバルパッケージング協議会によって管理および承認
されます。 

 

カミンズグローバルパッケージング標準を使用または適用する際に、明確化または変更
が必要な推奨事項または質問がある場合があります。 

 

推奨事項または質問は、次のように利害関係者入力フォームを使用してソーシングマネ
ージャーに送信されます。 

a. 利害関係者（ステークホルダー）がソーシングマネージャーを照会 

b. ソーシングマネージャーは、利害関係者入力フォームを利害関係者に提供します 

c. 利害関係者は記入済みのフォームをソーシングマネージャーに返します 

d. 利害関係者（ステークホルダー）がソーシングマネージャーのインプットを調べる 

e. 利害関係者は記入済みのフォームをGPCパッケージングリーダーに転送します 
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4.5. 改訂と責任（続き） 
 

サプライヤーは、標準および標準改訂履歴を監視する責任があります。図C4 を参照
してください。パッケージングコストデータシート（PCDS）の説明 

4.6. パッケージング仕様承認プロセス 
 

内部および外部のサプライヤーは、パッケージが標準およびサイト固有のパッケージ要
件を満たしていることを保証するために、以下のプロセスに従うものとします。 

 

ユニットあたりの消費可能な包装価格は、カミンズ購買部門へのすべての部品価格見積
と、 添付資料 Cで参照される包装データシート（PDS）の個別の品目として定義されま
す。63ページの包装データシート（PDS）。 

 

4.6.1. プラントパッケージング担当者は、サプライヤーの特定の受け入れサイト包
装パラメーターを確立する責任があります。たとえば、次のような場合があります。 

a. フットプリントの制限 

b. 重量および高さの制限 

c. コンテナあたりの数量制限 

d. 特別な品質要件 

e. ライン側のプレゼンテーションの向きの要件 
 

4.6.2. サプライヤーは、特定のカミンズ受け取りサイトの梱包担当者に連絡し、梱
包パラメーターに関連する特定のサイトについて問い合わせる必要があります。限られ
た数のカミンズの受け取りのサイトが、サプライヤーのパッケージ提案に含まれるサイ
ト固有のパッケージ要件を特定し、文書化しました。サプライヤーは、カミンズサプラ
イヤーポータルで公開されているカミンズサイト固有のパッケージング要件ドキュメン
トを確認できます。サイト固有の要件に関するご質問は、サイトのパッケージ担当者に
お問い合わせください。 

 

4.6.3. サプライヤーは、標準およびカミンズ受け取りサイト固有の要件に基づいて
パッケージの提案を作成し、サプライヤーポータル(www.supplier.cummins.com)にある
パッケージデータシートを使用してカミンズソーシングマネージャーに提出するものと
します。例は 添付資料 Cで確認できます。包装データシート（PDS）。 

 

4.6.4. 生産およびアフターマーケット/サービスアプリケーションの両方で部品が使
用される場合、PDS承認プロセスはすべてのカミンズ製造サイトおよびPDCに必要で
す。 

 

4.6.5. 各受け取りのサイトは、サプライヤーがパッケージングデータシートから提
案したパッケージングをレビューし、承認のために内部的にルーティングするものとし
ます。 
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4.6.6. すべての個別部品の梱包仕様と関連費用は、カミンズの受け取りサイトに部
品を出荷する前に定義するものとします。カミンズの受け取りサイトのパッケージ担当
者によって承認されたものを除き、変更は行わないものとします。 

 

4.6.7. 図 2を参照してください。包装データシート（PDS）データフロー図 および 
図3：パッケージング データフロー図（PDS） で、パッケージング承認プロセスをご確
認ください。 

 

 

図 2:包装データシート（PDS）データフロー図 
 

 

PDMSプロセス承認フロー

オペレーション

物流
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2 3 5

4

パッケージング調達 パッケージング

サプライヤー
は、CMIからの入力

に基づいて
PDSを完成します

正確なサプライヤー
情報、フォームの完成、
およびコストについて
PDSをレビューします

64ポイントを完成さ
せますチェックリスト

を作成し、PDSフォームを
システムにアップロー

ドします

1

承認/拒否 PDMS

クロスファンク
ショナルなコメン
トを確認した後、
最終承認を完了し

ます

「社外秘」。

PDMS PDMS
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図 3: パッケージングデータシート（PDS）フロー図 
 

 

 



技術

規格 

技術規格番号 
グローバル パッケージング標準生産部品 

工場の製造仕様書 (アイテム) 

名前 

19041 
識別子 

 

 

最新のリリース番号 

192020-099 

標準改訂レベル 

002 

 

ページ 12 / 70 
 

カミンズ社外秘 

この文書（および文書に示されている情報）は 機密情報であり、 カミンズ・インコーポレイテッドの書面による同意なしに、ハー

ドコピーまたは電子形式で他者に開示、複製、またはいかなる目的で使用してはなりません。 

 
 

図 3: 包装データシート（PDS）フロー図（続き） 
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5. パッケージング要件 

サプライヤーは、貨物を輸送するために使用されるすべての運送業者モードを考慮し、
原産地から使用地点までの輸送中に適切なコンポーネント保護を保証するためのパッケ
ージング品質に対する責任を負います。 

5.1. パーツの保護 

 

部品および材料は、次の考慮事項に従ってパッケージ化されるものとします： 

5.1.1. 不要な取り扱いをせずに部品を取り外すことができるように、パッケージング

を計画してください。 

5.1.2. 入れ子になった部品は連続して梱包することができますが、パッケージング
から簡単に取り出せます。 

 

5.1.3. クロージャーを取り外したときに「梱包されたまま」の状態で安全で安定し
たユニット荷重が維持されるようにパッケージングを計画します。 

 

5.1.4. 汚染物質によって 悪影響を 受ける 可能性のある 機能
 部品 の 穴 を 保護して 開きます。 

 

5.1.5. プラグとキャップを使用する場合、それらは簡単に取り外せますが、輸送お
よび取り扱い中はそのままにしてください。 

 

5.1.6. 印刷仕様への準拠を保証するのに必要な範囲で、機能部品および事前調整部
品を保護します。 

5.1.7. 次のような特別な表面を保護します： 

a. 機械加工面 

b. 塗装済みまたは塗装予定の箇所 

c. メッキ仕上げまたはメッキ予定の箇所 
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5.2. フェールセーフ 

 

パッケージングは、製造プロセスをフェイルセーフするように、および/またはパッケ
ージングにミスプルーフ機能を組み込むことにより、および/または部品の提示により
アセンブリを容易にするように設計される場合があります。 

例： 

a. 相手部品が明確に関連付けられたセットとしてパッケージ化された合致パーツ。 

b. バーコード部品識別ラベルのスキャンにより、 製造プロセスへの部品のフェイル

セーフ導入が可能です。 

c. 可能な場合、パッケージング数をアセンブリユニットの要件に合わせます。 
 

5.3. 部品の清浄度 

 

サプライヤーの梱包および保存方法は、指定された部品の清浄度の要件を印刷で保護す
るものとします。 

5.4. 保存および保存可能期間 

 

以下の要件は一般的なものであり、特定の部品に必要な場合は、カミンズサプライヤー
品質改善エンジニアの注文によって補足される場合があります。 

 

保存とは、腐食や劣化を防ぐために必要な措置であり、通常はパッケージングとは無関
係です。 

 

保存は、通常の倉庫保管および輸送条件下で、生産部品の場合は6か月間、アフターマ
ーケット/サービス部品の場合は18か月間製品を腐食または劣化から保護するのに十分
であるものとします。カミンズが商品の所有権を引き継いだ際に、6か月または18か月
の期間が始まります。 

 

カミンズは、可能な限りドライタッチのコンポーネントを提供するために使用される腐
食防止材料を優先しています。 

 

サプライヤーは、要求に応じて、使用する防腐剤の安全データシート（SDS）のコピー
を提供するものとします。 
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5.5. 持続可能性と環境への影響 
 

サプライヤーは、カミンズのサステナビリティイニシアチブを順守して、廃棄物と廃棄
物のコストを継続的に削減し、リサイクルの努力を高める責任があります。 

 

5.5.1. パッケージングは、すべての政府規制および包装材の選択からライフサイク
ルの終わりまでの環境への影響を考慮して作成されるものとします。 

5.5.1.1. 許容される梱包材には次のものが含まれますが、これらに限定されません： 

a. きれいな段ボール/ファイバーボード 

b. コーティングされた（非ワックス）で完全にリサイクル可能なファイバーボード 

c. 成形パルプ 

d. きれいなクラフト紙 

e. 紙（VCI処理可） 

f. 発泡体以外のポリエチレン材料（HDPE、LDPE、LLDPE） 

g. ポリエチレンテレフタレート（PET、PETE、PETG、RPET） 

h. ポリプロピレン材料（PP） 

i. 鋼 

j. 木製パレット/箱/クレート： 

* 植物検疫措置（ISPM-15）の国際基準に準拠するものとします。 

* 製造された木製の梱包材は、 

8時間の合計加重平均として0.016 ppm [空気1立方メートルあたり0.02 mg / m3 

のホルムアルデヒド（mg / m）]、15分サンプリングで決定された上限濃度として0.1 ppm

（0.15 mg / m3）のカミンズの曝露限界に適合するものとします。 
 

5.5.1.2. 生分解性および 商業的に堆肥化可能な材料が可能な限り好ましいもので
す。 

 

5.5.1.3. インプロセス（消費者前）リサイクル材料と消費者後リサイクル材料
（PCR）が可能な限り推奨されます。 

 

5.5.1.4. 部品番号レベルでサイトの承認を受けているカミンズの許容可能な梱包
材： 

a. 使い捨てプラスチック（パーティション、レイヤートレイ、パッドなど） 

b. 発泡材料（エチレン、プロピレン、スチレン、ウレタンなど） 

c. ポリ塩化ビニル（PVC） 
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5.5.1.5. 使用禁止の梱包材は以下のとおりです： 

a. 世界保健機関の基準で許可および規制されているものを除く有害 物質。 

b. 汚れた段ボール（油に浸ったもの）。 

c. ワックスまたはポリコーティングされた段ボール（これらはリサイクルできませ

ん）。 

d. マイクロフォームラミネートでひだのついたもの 
 

5.5.1.6. 実行可能な場合、すべてのポリマー樹脂材料は、リサイクル樹脂コードが
表示され、読みやすいものとします。ASTM D7611—樹脂識別のためのプラスチック製
造品のコーディングに関する標準慣行 

 

図 4: Sustainable Packaging Coalitionによるリサイクル樹脂コード 
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5.5.1.7. 環境への影響を最小限に抑えるようにパッケージを設計します： 

a. パッケージに必要な材料の量を減らし、再生不可能な リソースの使用を避けま

す。 

b. サイクルを完了するのに必要な輸送距離に特別な注意を払いながら、 安全で費

用対効果の高い方法で梱包材を再利用します。 

c. 再生可能またはリサイクルされた包装材料の使用を最大化します。 
 

 

図 5: 環境への影響 
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5.6. コンテナ化におけるリーン原則 
 

次のガイドラインは、適切なサイズのコンテナ、タイプ、部品の向きを確立する際に
使用するものとします。 

a. コンテナ化およびパッケージング方法は、部品の品質、人間工学、およびコスト

を考慮してパック密度を最適化するものとします。 

b. 人間工学に基づいたプレゼンテーション用の部品の向きは、オペレーターの把

握、持ち上げ、操作、および作業への部品の移動を最適化するものとします。 

c. コンテナ内のパーツの向きは、ライン側で一貫した表示を行うための基準とし

て、 コンテナラベルに対する相対的な位置を利用するものとします。 

d. ダンネージが必要な場合、コンテナ内での向きは 部品と出荷ラベルの関係が維

持されるように一貫して適用されるものとします。 

e. リーチまたはリフト距離の減少により人間工学的な利点を実現できる場合、 手

動で処理されるコンテナが好ましい方法となります。 

f. 特定のカミンズ施設への手動で処理されるコンテナの総重量制限（GWL）は、 

15 kgまたは33 lbsを超えてはなりません。 

g. 手動で処理されるコンテナは、部品の寸法、機能、および重量によってコンテナ

が人間工学的に好ましい向きで最大総重量15 kgを安全に収容できる場合に示さ

れ、目標量は    3分の1（1/3）から1時間分の製造量です。 

h. 現場での使用が必要な場合、手動で扱うコンテナのサイズは、ファスナーなどの

高密度商品を除き、標準梱包数量（SPQ）が1日の生産量を超えないようにする

必要があります。 
 

5.7. パッケージ材料 
 

5.7.1. パッケージ設計と材料の選択。 

サプライヤーは、包装設計および材料選択を確立する際に、以下の一般的な慣行を考慮
するものとします。 

 

5.7.1.1. サプライヤーは、十分な強度と完全性を備えた材料を使用して、品質の高
い部品を使用地点まで安全に輸送する必要があります。 

 

5.7.1.2. サプライヤーは、静的および動的条件の両方を考慮してコンテナおよびダ
ンネージの設計に適切な包装原則を適用するものとします。 
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5.7.1.3. サプライヤーは、パレタイズおよびユニットロードの確保に適切な梱包原
則を適用するものとします。 

a. ポリエステルのストラップが好ましいです。 

b. 金属のストラップは、カミンズ受け取りサイトの梱包担当者からの部品番号レベ

ルでの書面による明示的な許可なしに使用してはならないものとします。 

 
5.7.1.4. コンテナは、パレットから強固な基礎的サポートが得られるようなサイズ

にする必要があります（コンテナ/カートン/部品のオーバーハングは許可されませ
ん）。 

 

5.7.1.5. コーナーポストとアングルボードの使用は、必要に応じてユニットロード
のパフォーマンスを向上させるための許容可能な手段です。 

5.7.2.パレットの設計と建設 

パレットの設計と建設は、製品の納品と保管を効果的に可能にするものであるとします。
パレットの品質と性能を決定し、配送および保管環境で遭遇すると予想されるすべての
ダイナミクスを考慮し、パレットが要件を満たす、または超えることを決定するのはサ
プライヤーの責任です。 

リサイクルおよび/または再生パレットは、新しいパレットと同じ性能を発揮します。 

パレットの設計とテストは、以下を含むがこれらに限定されない業界標準に従うことが
推奨されます： 

a. ISO 6780:大陸間資材運搬用フラットパレット - 基本寸法 と公差 

b. ISO 8611-1:資材運搬用パレット -- フラット パレット -- Part 1:試験方法 

c. ISO 8611-2:資材運搬用パレット -- フラット パレット -- Part 2:実施 要件および試

験の選択 

d. ISO 8611-3:資材運搬用パレット -- フラット パレット -- Part 3:最大  作業負荷 

e. 全米木製パレット ＆ コンテナ協会 (NWPCA):木材およびパレットの統一 規格 
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5.7.2.1. パレットポジション要件： 

a. すべての国際貨物およびカミンズのアフターマーケット部品流通センターへの貨

物はISPM 15に準拠し、そのように明確にマークされている必要があります。世

界貿易の増加に伴い、すべてのパレットがISPM 15に準拠することが推奨されま

す。さらに、英国およびすべてのヨーロッパ諸国で使用または輸出されるすべて

のパレットはISPM 15に準拠する必要があります。 認証マークの例については、

下の図8にあるISPM-15認証マーク を 参照してください。 

b. パレット40インチL x 40インチW（1016 mm x 1016 mm）以上のパレットには、四

方差しが必要です。 

c. 上部デッキボード間の空きスペースは、3インチ（76 mm）を超えてはならないも

のとします。 

d. 上部と下部のエッジデッキボードは、通常の   許容範囲内でストリンガーの端と

同一平面になければなりません。 

e. ストリンガーパレットの最小リフトアクセスは3.5インチ（89 mm）です。四方差

しパレットのノッチ付きストリンガーの開口部の高さは、2.5インチ（64 mm）と

します。ノッチ付き開口部は幅9インチ（229 mm）で、放射状にカットされた上

部コーナーを備え、16インチ から24インチ（406 mmから610 mm）の中心に配置

するものとします。 

f. ストリンガーパレットの最小リフトアクセスは4インチ（100 mm）です。 

g. パレットは、倉庫保管ラックで使用するのに十分なビーム強度を備えている必要

があります。 

h. すべてのファスナーヘッドは、製品/パッケージの使用と保管の全体にわたって

皿穴または平らに保持してください。 

 
5.7.2.2. 許容されるパレットスタイル （16ページの図4：持続可能な包装連合による 

リサイクル樹脂コードを参照）。 

- 9ブロックライザー付きのブロックスタイル 

- 二方差し、フラッシュスタイルパレット 

- 四方差し、フラッシュスタイルパレット 
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図 6: 許容されるパレットスタイル 
 

 

図 7: 許容不可のパレットスタイルの例 

 

ブロックスタイル、
9ブロックライザー付き

ニ方差し
フラッシュスタイルストリンガー

四方差し
フラッシュスタイルストリンガー

ダブルウィングストリンガー

シングルウィングストリンガー

プレス木材片面ストリンガー
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図 8: ISPM-15 認定マーク: 

5.8. パッケージの閉包 
 

ナイフやその他のツールの使用を必要とする容器のスタイルと閉鎖方法は推奨されま
せん。 

5.8.1. 許容できる方法には次のものがあります。 

a. 接着剤 

b. ガムテープ 

c. ポリエステルまたはナイロンのストラップ（バンディング） 
 

5.8.2. 次の閉包方法は禁止されています。 

a. メタルステッチおよびステープル 

b. スチールストラップ（バンディング） 
 

5.9.モジュラリティ 
 

次の一般的なガイドラインは、ユニットのロードフットプリント/キューブを確立する際
に使用するものとします。逸脱が正当化される場合、サプライヤーは要求に応じて裏付
けとなる合理化を提供するものとします。 

a. ユニットロードは、サプライヤーの場所から使用地点までの輸送モードに合わせ

てモジュール化する必要があります。 
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5.9. モジュラリティ（続き） 

 

b. 複数の輸送モードを利用する場合、 ユニットロードのモジュール性を輸送モー

ドに合わせて最適化し、総物流コストを最小にする必要があります。 

c. 複数の輸送モードが利用され、総物流コストが1つのモードを別のモードよりも

優先しない場合、ユニットロードは、受け入れ顧客施設のグローバル地域に 適

用可能な基準を利用するものとします。  

d. 手動で取り扱うコンテナが適切な包装方法であると判断された場合、 コンテナ

はユニットロードに合わせたモジュール式である必要があります。 

e. サプライヤーは、輸送方法に適したユニットロードキューブに対してモジュラー

であるカートンの寸法を定義するものとします カートンのモジュラリティとキ

ューブ利用の例については、図9：負荷のモジュラリティ & キューブ利用 を参照

してください。 

 

図 9: 負荷のモジュラリティ & キューブ利用 
パレットとトラックのスペースを最大化し、注文数量要件、積載重量、およ
びパッケージコストを考慮する必要があります。 
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5.10. ユニットロードの安定性とスタック能力 
 

5.10.1. ユニットロードインテグリティ 

ユニットロードは、通常の取り扱い、輸送、保管中に完全性を維持するように設計する
必要があります。 

a. ユニットロードは、動的な環境（輸送中）で、貨物などの安定した水平面（フッ
トプリントと重量）で 最大100インチ（2540 mm）まで安全に積み重なります。 

b. ユニットロードは、静的環境（倉庫内）で、三段または10'6 "（3200 mm）の最
大値まで 安全に積み重ねられます。 

c. 最大の積み重ね強度を確保するために、パレットにユニット化されたカートン
は、列に積み重ねなければなりません。 

d. カミンズのロケーションに出荷される積荷の最大総重量は、カミンズの受
け取りサイトの許可がない限り、 単位積荷あたり4,000ポンドを超えてはな
りません。 

e. Cummins PDSの承認プロセスで承認されない限り、 ユニットの高さと幅の比率
（h：w）は2：1を超えてはなりません。 

f. ユニットロードは、重心が位置して安定性を最大化するように 構成される必要
があります。 

g. カミンズは、サプライヤー契約で定義されているように、 SPQの倍数単位で注
文するためのあらゆる努力を払うものとします。 

h. カミンズは、偶数層数（SPQの偶数層数の倍数）で注文するための あらゆる努
力を払うものとします。 

i. カミンズは、スケジュールの都合がつく際には、標準単位負荷量（SULQ）を注
文するためにあらゆる努力を払う必要があります。 

注: カミンズがこれらの注文量のプロトコルに準拠していない場合（サプライチェーン
の価値を損なう）、サプライヤーには懸念事項を正式に伝え、積極的に解決策を模索す
ることが義務付けられています。 

j. 可能な限り、ユニットロードには同じ部品番号の部品が含まれている必要があり
ますが、 混合負荷は、それらの部品とそのカミンズ受け取りサイトに固有のカ
ミンズサプライチェーン契約で許可されているものとして受け入れられます。 

k. 製品の混合と放出量のために混合負荷が適切な場合、 サプライヤーは、パレタ
イズおよびユニットロードの確保に適切な梱包原則を適用するものとします。 

l. 可能な限り、すべてのユニットの荷重を完全な層の方向に均等化します。ユニッ
トロードのピラミッド構成でカートンを積み重ねることは許可されていません。
例外には、カミンズの受け取りサイトからの書面による逸脱が必要です。 
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5.10.2. 特別な目的の輸出およびオーバーパックのガイドライン 

このセクションでは、堅牢な輸出パックに必要な国際貨物に使用される承認済みのクレ
ート仕様について説明します。これらの仕様は、さまざまな包装のスタイル、地域で入
手可能な材料、製造能力、輸送条件の研究から導き出されています。 

 

仕様は、以下にリストされている添付資料によって定義されます。これらの仕様は、グ
ローバルな流通環境を通じて部品を保護するのに適した特定用途向けコンテナを開発す
るための、パッケージングエンジニアリングリソースが限定されているサプライヤへー
の推奨事項として提供されます。 

注: 無垢材のクローズドクレート、 添付資料B：製造コンポーネント パッケージングガ
イドラインを参照ください。 
 無垢材のクローズドクレート。 

5.11. 極端な流通条件 
 

極端な流通条件では、標準の国内高速道路貨物よりも強力な梱包保護が必要です。例と
しては、小口トラック貨物 (LTL) vs.フルトラック貨物（FTL）高速道路貨物、航空貨物、
海上貨物、鉄道、および小包の貨物輸送などがあります。 

a. 小口コンテナ貨物 (LCL) vs.フルトラック貨物（FCL）の海上輸送方法では、 パ

ッケージ設計をさらに改良する必要があります。 

b. 世界のさまざまな地域の気象条件と貨物の取り扱い方法には、 その要素からの

追加の保護が必要です。 

c. サプライヤーは、揮発性腐食抑制剤（VCI）、乾燥剤、および適切な閉鎖方法を

含めることにより、 水分から製品とパッケージを適切に保護する責任を負いま

す。 

d. 閉包方法には、ポリ袋またはストレッチラップフィルムでユニットロードを覆う

および/または密封することを含めます。LCL輸送方法を使用する場合、これは

特に重要となります。 
 

通常の交通手段から逸脱するには、追加の対策が必要になる場合があります。 

a. サプライヤーは、使用箇所まで品質の高い部品を確保するために、 ユニットロ

ードを「オーバーパック」する必要があります。 

b. この条件は、カミンズの国際貨物運送業者にも適用されます。 
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5.12. 危険物および危険物の出荷 
 

サプライヤーは、商品の配送先となる世界各地の一般的な包装および輸送規制を理解し、
遵守する責任があります。 

5.13. パッケージングのテスト出荷 
 

カミンズの受け取りサイトの梱包担当者は、サプライヤーのPDS提出によって定義され
たサプライヤの梱包提案を確認するために、パッケージングのテストが必要になる場合
があります。サプライヤーは、事前通知の出荷/配送調整およびフォローアップを提供
するものとします。テスト出荷計画と調整には、次のものが含まれます： 

 

試験出荷識別ラベルは、図10に示すサンプルのように、約8.5インチx 11インチ（216 
mm x 279 mm）の 無地の白いラベルに記載する必要があります。テスト出荷識別ラベル 
（26ページ）。 

 

図 10: テスト出荷識別ラベル。 

梱包担当者への事前通知には以下が含まれます: 

a. 出荷前のパッケージの写真 

b. 出荷数量  

c. PDSフォーム  

d. 納入日 

e. 運送業者 

f. 船荷証券および/または追跡番号 

 

テストパッケージン

グホールド 

受領エリア 

 

通知   

電話   
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5.14. パッケージの部品表とプロセス文書の要件 
 

サプライヤーは、カミンズの部品番号を必要な梱包コンポーネント（部品表）と作業指
示書にリンクする「梱包プロセス」文書を確立し、維持するものとします。 

a. 梱包プロセス文書では、 主な参照としてカミンズの部品番号を使用するものと

します。 

b. 包装プロセス文書には、ユニット負荷の組み立てに必要なすべての包装コンポー

ネントの包装部品番号、 数量、および説明を含めるものとします。 

c. 包装プロセス文書には、部品とダンネージの向き、 およびパレタイズレイアウ

トを考慮した包装作業シーケンスを含めるものとします。 

d. パレタイズレイアウトは、すべてのコンテナラベルがユニットロードの周囲に見

えるように、コンテナの向きを確立してください。 
 

包装プロセスおよび作業指示書は文書管理下にあり、サプライヤーの包装業者とカミン
ズは要求に応じて容易にアクセスできなければなりません。 

5.15. パッケージング計画 

グラフィック表現または「パッケージング計画」は必須ではありませんが、サプライヤ
ーのパッケージングにおけるファンクショナルエクセレンスにおけるビジョンのコンポ
ーネントとなります。上記の要件に加えて、ファンクショナルエクセレンスに優れた
「パッケージング計画」には、分解されたアイソメトリック形式で以下が含まれます。 

a. 部品の説明（名詞）。 

b. ダンネージ*（*該当する場合）-説明付き。 

c. 部品の向き-ダンネージ*（*該当する場合）とのインターフェースを含む、梱包さ

れた状態。 

d. 部品の向き-プライマリコンテナラベルの位置。 

e. プライマリコンテナ-説明とSPQ表記付き。 

f. ラベルの場所が示されたユニットロードのパレット式の配置レイアウト。 

g. 梱包コンポーネントの基準寸法と重量。 

h. パッケージング計画の改訂レベル/各ドキュメントの日付。 
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図 11: パッケージング計画の例 

5.16. パッケージングテスト標準 
 

サプライヤーは、部品の包装性能がカミンズの要件に準拠していることを確認するもの
とします。カミンズは通常、サプライヤーに対してパッケージングの実験室での検証テ
ストを行うことを要求しません。カミンズは、特に重要、高コスト、繊細、または壊れ
やすい部品の場合、認定されたパッケージングテストラボでテストを実行することを推
奨します。検証テスト実行の決定、適切なテスト標準および保証レベルの選択は、サプ
ライヤーの責任です。 
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6. 専用の返却可能なパッケージング 

6.1. イントロダクション 
 

返却可能なコンテナは、サプライヤーとカミンズの製造施設間の製品フローの経済性を
最大化するために使用されます。さらに、これらのコンテナは、消耗品のパッケージの
集合的な使用を削減し、共有環境イニシアチブの達成を促進するために利用されます。
野心ではありますが、返却可能なコンテナの使用に関連して消耗品の使用を完全に排除
することは、返却可能なコンテナプログラムの特定の義務ではありません。場合によっ
ては、適切なコンテナ機能を効果的かつ経済的に実行するには、消耗ダンネージおよび
/またはストラップが必要です。 

6.2. 返却可能なパッケージングについてのポリシー 
 

製品の出荷が中断されないようにするため、サプライヤーは常に、返却可能なパッケー
ジと同じコンテナ化と構成に適合する消耗品パッケージソリューションを見積もる必要
があります。 

 

いかなる場合でも、サプライヤーは、責任のあるカミンズ受け取りサイトのパッケージ
担当者および責任あるカミンズソーシングマネージャーからの書面による明示的な許可
なしに、返却可能なコンテナをカミンズに供給するために使用されることを意図して、
またはサプライヤーがそのような支出を払い戻されると考えて購入してはなりません。 

 

責任のあるカミンズの受け取りサイトの梱包担当者は、総所有コストに基づいてすべて
の返却可能な梱包提案を承認および検証する唯一の受け入れ可能なソースです。サプラ
イヤーから提供されない限り、返却可能なコンテナはカミンズが所有する資産であり、
そのように会計処理されます。 

6.3. 返却可能なパッケージングの正当化 
 

返却可能なパッケージングの正当化は、消耗品の梱包コスト、物流、投資を含むがこれ
らに限定されない複数のコスト変数の機能です。返却可能なコンテナは、徹底的な原価
計算、投資収益率（ROI）、および環境影響分析が実行された後にのみ、消耗品パッケ
ージの実行可能な代替手段と見なされます。 

 

注: カミンズのサプライヤーは、正当化分析の実行に必要なデータの提供に積極的に参
加するものとします。 
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6.4. 返却可能なパッケージングの資金調達と所有権 
 

6.4.1. 所有権 

a. カミンズが推奨する方法は、カミンズの受け取りサイトが 返却可能なパッケー

ジングを所有/リースすることです。 

b. サプライヤーが所有する返却可能なパッケージングは、許容可能な代替品である

場合がありますが、カミンズの受け取りサイトによって交渉および合意されるも

のとします。 
 

6.4.2. 資金調達/購買  

返却可能なパッケージングへの投資の方法は、カミンズの受け取りサイトによって決定
され、通常、サプライヤーの部品単価の引き下げによってサポートされます。 

6.5. カミンズの責任 
 

6.5.1. カミンズは、返却可能なパッケージングプログラムの実行可能性とコンテナ
船を提供する責任者を決定します。 

 

6.5.1.1. サプライヤーは、返却可能な「コンテナ」が返却可能なダンネージを意味
すると仮定してはなりません。特定の状況では、サプライヤーが消耗ダンネージを提供
するという前提で、返却可能なコンテナが提供される場合があります。 

 

6.5.1.2. カミンズ所有の返却可能なパッケージングについては、カミンズのパッケ
ージエンジニアがコンテナ/ダンネージの開発と妥当性確認を主導します。 

 

6.5.1.3. サプライヤー所有の返却可能なパッケージングの場合、サプライヤはーコ
ンテナ/ダンネージの開発と妥当性確認を主導します。 

 

6.5.1.4. 返却可能なコンテナには、コンテナのサイズとタイプに応じて、ラベルの
プラカード、ホルダー、またはクリップを装備するものとします。 

 

6.5.1.5. カミンズの返却可能なコンテナフリートは、サードパーティロジスティク
ス（3PL）プロバイダーによって管理される場合があります。返却可能なコンテナフリ
ートサイズとコンテナロジスティクス計画は、該当する場合、カミンズのサプライヤー、
カミンズの受信サイト、および3PLプロバイダーによって共同で合意されます。 
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6.5.1.6. コンテナロジスティクス計画では、サプライヤーとカミンズの受信側エン
ティティが合意した次の定義を提供するものとします。 

a. ダンネージリターンの構成または方法論。 

b. 折りたたみ機能とリターン構成の利用。 

c. コンテナの清掃とメンテナンスの頻度/計画。 

d. プログラム終了時のストレージ/再適用コンテナの廃棄計画。 
 

6.5.2. 物流コスト 

すべてのインバウンドおよび返品のロジスティクスコストは、カミンズとサプライヤー
間のサプライチェーン契約で特に明記されていない限り、カミンズの受け取りサイトの
責任です。このポリシーの既知の例外は、サプライヤーに責任のある急送貨物状況の場
合です。この場合、サプライヤーが責任を負います。 

6.5.3. 返却可能なコンテナのメンテナンス 

カミンズ所有の返却可能なコンテナの場合、サプライヤー/カミンズ返却可能パッケー
ジ契約で他の規定が定められていない限り、カミンズの受け取りサイトまたは3PLプロ
バイダーは、コンテナの定期的なメンテナンスとクリーニングの責任を負います。 

6.6. サプライヤーの責任 
 

需要によるメンテナンス、クリーニング、交換、および追加のコンテナの購入は、返却
可能なパッケージの所有者の責任です。カミンズのサプライヤーは、返却可能なコンテ
ナのフリート管理に積極的に参加する必要があります。 

6.6.1. 一般要件 

サプライヤーは、コンテナが制御および/または所有されている間、次の一般的な要件
に責任を負います。 

a. コンテナは、カミンズの部品と目的の場所の  出荷にのみに使用してください。 

b. 返却可能なコンテナが適切に扱われ、常に安全であることを確認することによ

り、 盗難や誤用から保護します。 

c. コンテナを環境にさらさない、要求に応じて物理的なインベントリを容易にする

アクセスと可視性を備えた、コンテナ保管のための清潔で乾燥した整頓されたス

ペースを提供します。 
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6.6.1. 一般要件（続き） 

d. 返却可能なコンテナが、長期の仕掛品（WIP）、 または合意された許容所有時間

または「フロート」日を超えてコンテナーの使用日を延長する使用形態において

使用されないようにします。 

e. サプライヤーはバックアップ消耗品パッケージソリューションを持ち、 返却可

能なパッケージと同じパラメータ（フットプリント、数量）を満たす必要があり

ます。 

f. サプライヤーは、返却可能およびバックアップ用消耗品の両方について、承認さ

れた  PDSを保有するものとします。 

g. 消耗品のバックアップの必要性が、合意されたフロート日を遵守していないサプ

ライヤーに直接起因する場合、 サプライヤーが費用を負担します。 

h. 合意されたフロート日数および/またはフリートサイズ要件に影響する量または

ロジスティックスの変更について、 カミンズの受け取りサイトに6ヶ月前に通知

します。 

i. コンテナを何らかの方法で変更しないでください。 

j. 提供された方法（プラカード、ホルダー、またはクリップ）を使用して、 指定

された場所のコンテナに出荷ラベルを貼付します。 

k. 他のラベル、マークを付けたり、容器を汚したりしないでください。 

l. カミンズから要求された場合、サプライヤーは入出荷取引レベルでコンテナを追

跡する必要があります。カミンズから要求された場合、サプライヤーは、カミン

ズの受け取りサイトまたは 3PLプロバイダーと合意した頻度で、割り当てられた

コンテナの在庫調整を実行する必要があります。 

m. 劣悪な慣行またはサプライヤーによる怠慢の結果とみなされる コンテナの紛失

に対しては、料金が発生します。 

n. サプライヤーは、需要が減少している期間および再適用/廃棄計画が保留されて

いるプログラムの終了時に、サプライヤーとカミンズの受け取りサイトが合意し

た期間、コンテナを保管する必要がある場合があります。 
 

6.6.2. 返却可能なコンテナのメンテナンスおよび清掃 

カミンズ所有の返却可能なコンテナの場合、サプライヤー/カミンズの契約で他の規定
が定められていない限り、カミンズの受け取りサイトまたは3PLプロバイダーは、コン
テナの定期的なメンテナンスとクリーニングの責任を負います。 
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6.6.2.返却可能なコンテナのメンテナンスおよび清掃（続き）サプラ

イヤーは以下を要求されます： 

a. 破損したコンテナまたは疑わしいコンテナを分離します。 

b. サプライヤー独自の不適合材料タグを利用して、 破損したコンテナまたは疑わ

しいコンテナをすべて特定します。 

c. 欠陥の種類とコンテナ上の場所に関する特定の詳細情報を含めます。 

d. 破損したコンテナまたは疑わしいコンテナをすぐにカミンズの受け取りサイトま

たは3PLプロバイダーに返送します。 

 
サプライヤーは、損傷または欠陥がサプライヤーおよび/またはその代表者の不注意な
行動によって引き起こされたと結論付けられる場合、メンテナンス費用を請求される場
合があります。 

 

サプライヤーは、返却されたすべてのコンテナの有効期限が切れた出荷/部品識別ラベ
ルがすべて除去され、破片がなく、安全で使用可能な状態であることを確認するものと
します。 

 

サプライヤー所有の返却可能なコンテナの場合、サプライヤー/カミンズの契約で他の
規定が定められていない限り、サプライヤーは、コンテナの定期的なメンテナンスとク
リーニングの責任を負います。 

7. バーコード配送/部品ラベルの仕様 

7.1. 目的 

 

パッケージ化された材料識別の要件を、原点から使用点まで標準化するため。 

7.2. 対象範囲 

 

これらの要件は、すべてのカミンズのグローバル製造施設に出荷されるサンプルを含む、
すべての生産部品および/または材料に関係します。これらの要件は、New＆ReConパー
ツには関係せず、関税、特別な取り扱いの指示、または危険物のラベル表示を管理する
ために必要なコンテンツの識別には対応していません。 
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7.3. イントロダクション 
 

推奨されるカミンズのラベル形式はODETTEです。Odetteの形式はもともとヨーロッパ
で主に使用されていましたが、その後多くのグローバルな自動車サプライヤーに採用さ
れています。別の受け入れ可能なラベルは、AIAG出荷/部品識別ラベル標準です。カミ
ンズのレガシーラベル形式は、AIAG B-3フォーマットに基づいており、 （図15以下39
ページの総重量と原産国付きの レガシーカミンズラベルを参照ください）、 いくつか
のサイトはそれ以降のバージョンを採用しています。詳細についてはサイト固有のパッ
ケージング要件を参照し、承認用に包装データシート（PDS）にパッケージラベルの例
を提出してください。 

 

これらのラベルは、生産カウント、倉庫の入力/出力、サイクルカウント、荷送人の生
成、転送、貨物転送制御、受け取り、その他の在庫管理のためのデータの効果的かつ効
率的な取り込みを可能にすることにより、サプライヤーと顧客の生産性、およびサプラ
イヤーと顧客の制御を改善するように設計されています 。サプライヤーは、これらの
仕様を満たすバーコード付きラベルを提供するためにあらゆる努力を払う必要がありま
す。 

7.4. ラベル固有の用語集 
 

a. アイテム - 購入、製造、および/または流通された材料の単一部分。 

b. 標準数量パック - 標準数量の類似アイテムが常に含まれるパック。 

c. 非標準数量パック - 類似アイテムの変量を含むパック。 

d. 共通アイテムパック - すべての類似アイテム、つまり同じ部品/アイテム番号を含
むパック。 

e. 混合アイテムパック - 異なる部品/品目番号のアイテムを含むパック。 

f. サブパック- 大きな複数のパックを構成する小さなパックの1つ（標準数量また
は非標準 数量のパックの場合があります）。 

g. 出荷パック - ある工場から別の工場にアイテムを出荷するために使用されるパッ
クで、 上記のパックのいずれか。 

h. ラベル - 性質、内容、所有権、目的地などを示すために、オブジェクトにマーク
が付けて貼られた カードや紙片など。 

i. タグ- 通常、ラベル/タグ内の補強されたアイレットを通してワイヤーを配置し、 

オブジェクトから吊るされたラベル。 

j. 出荷/部品識別ラベル - 出荷パックの内容を識別するために  使用されるラベル。 

k. マスターラベル - 出荷パックの内容全体を識別および要約するために使用される
ラベル。 

l. 混合負荷ラベル - 同じユニットロードで混合コンテンツを指定するために使用さ
れるラベル。 



技術

規格 

技術規格番号 
グローバル パッケージング標準生産部品 

工場の製造仕様書 (アイテム) 

名前 

19041 
識別子 

 

 

最新のリリース番号 

192020-099 

標準改訂レベル 

002 

 

ページ 35 / 70 
 

カミンズ社外秘 

この文書（および文書に示されている情報）は 機密情報であり、 カミンズ・インコーポレイテッドの書面による同意なしに、ハー

ドコピーまたは電子形式で他者に開示、複製、またはいかなる目的で使用してはなりません。 

7.4. ラベル固有の用語集（続き） 

 

m. パック、パッケージまたはロード- アイテムの保護と格納に加えて、手動または

機械的手段による取り扱いの容易さを提供するユニット。通常、使い捨てバッグ、

カートン、パレット上のカートン、パレットボックスと金属タブ、および金属ラ

ック/スキッドである コンテナまたはパックの例。 

n. 受け取り場所コード-ドックの受け取り場所を工場ごとにカミンズが割り当てた 

一意のコード。（例：コロンバスミッドレンジエンジンプラントのR/L 022） 

o. 正味重量：パッケージにのみ含まれる製品の総重量。 

p. 総重量：製品、パッケージ、ダンネージ材料を含む出荷単位の総重量。総重量 = 

正味重量 + パッケージとダンネージの重量。 
 

7.5. 出荷/部品識別ラベルのサイズと素材 

 

ラベルサイズとラベルデータ領域フィールドの寸法は、 図12A：出荷/ 部品識別ラベル
の寸法 と 図12B：出荷/部品識別ラベル の寸法に表示されているとおりでなければなり
ません。 

 

ラベル用紙は、黒色で印刷された白色でなければなりません。パッケージ基材への接着
が保証され、しわが寄らない場合、接着剤のタイプは感圧性またはドライガムである場
合があります。コンテナのサイズまたはデザインのために、指定されたラベルをパッケ
ージ/コンテナに貼ることができない場合、特別な手配が必要になります。（セクショ
ン 7.7、41ページの特別なラベルを参照してください）。 
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図 12A: 出荷/部品識別ラベルの寸法 
 

 

 

 

 

ODETTEラベルの形式と寸法 



技術

規格 

技術規格番号 
グローバル パッケージング標準生産部品 

工場の製造仕様書 (アイテム) 

名前 

19041 
識別子 

 

 

最新のリリース番号 

192020-099 

標準改訂レベル 

002 

 

ページ 37 / 70 
 

カミンズ社外秘 

この文書（および文書に示されている情報）は 機密情報であり、 カミンズ・インコーポレイテッドの書面による同意なしに、ハー

ドコピーまたは電子形式で他者に開示、複製、またはいかなる目的で使用してはなりません。 

 

 

 
 

図 12B: 出荷/部品識別ラベルの寸法 

7.5.1. 出荷/部品識別ラベルのハングタグのサイズと素材 

タグのサイズは上記と同じである必要があり、さらにタグに補強されたアイレットを追
加するために必要な材料が必要です。タグは、宛先で読みやすくするために十分な耐久
性が必要です。（ 図13：38ページの出荷/部品識別ラベルのハングタグのサイズと素材
を参照してください。） 

 

 

カミンズのレガシーラベルの形式と寸法 
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図 13: 出荷/部品識別ラベルのハングタグ 
 

図 14: 原産国データの場所を含むオデット形式 

カミンズのレガシーラベルの形式に
基づくハングタグデザ
イン 

ODETTEラベル形式に基づいたハ
ングタグデザイン 
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図 15: 総重量と原産国付きのレガシーカミンズラベル 

部品番号、数量、サプライヤー番号、およびラベルのシリアル番号は、指定されたデー
タ領域の各ラベルに含まれ、人間が読める文字とバーコード記号の両方で表示されるも
のとします。複数のカミンズの場所に出荷する在庫からパッケージラベル付き製品を引
き出す場合、個々のカートンラベルの注文番号は例外になる可能性がありますが、マス
ターラベルには、人間が読み取れる文字とバーコードシンボルで表示される注文が表示
されます。すべてのデータの長さは異なる場合があります。 
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図 16: ラベル識別表 
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7.6. バーコード記号 
 

7.6.1. ラベル識別コード 

バーコードシンボルの開始コードに続く最初の位置のデータ識別子コードは、後に続く
情報を識別するために使用されます。この文字は人間が読める行には含まれませんが、
適切なデータ領域のタイトルの下の人間が読める文字で表示されます。配送パッケージ
に追加のバーコードシンボルを使用することは推奨されませんが、状況によっては適切
な場合があります。システムへの誤ったデータの読み取りを防ぎ、すべてのバーコード
シンボルを区別するために、出荷/部品識別ラベルに配置された追加のバーコードシン
ボルにはデータ識別子が必要です。出荷パッケージの他の場所に追加されたバーコード
シンボルには、データ識別子も含める必要があります。データ識別子コードを 図16：
40ページのラベル識別表に表示します。 

 

識別子「D」と「E」は、顧客とサプライヤーの場所によって作成できるデータへの割
り当てのために予約されていることに注意してください。サプライヤーまたは顧客が複
数のデータ項目に異なる識別子を割り当てたい場合、二重のデータ識別子を使用できま
す。たとえば、サプライヤーの製品番号の「EA」、サプライヤの検査官番号の「EB」
などです。 

すべてのバーコードはコード39でなければなりません 

7.6.2. チェックディジット 

バーコードにチェックディジットを追加しないでください。 

7.6.3. 品質保証要件 

これらの仕様を満たすバーコードラベルを提供することは、サプライヤーの責任です。
バーコードシンボルがこれらの要件を満たしていることを確認するための機器が利用可
能です。バーコードラベリングソリューションは、ソフトウェアまたはサービスを購入
してラベルを印刷し、 ハードウェアへの投資コストを最小限に抑えることで オンライ
ンで利用できます。 

7.7.特別なラベル 
 

これらの仕様はほとんどの状況をカバーしますが、要件が顧客とサプライヤー間の特別
な取り決めを指示する状況があります。これらの状況を最小限に抑えるためのあらゆる
努力は、複雑さとコストが追加されないようにすべての目標である必要があります。 

 

取り扱いを改善するために特別なラベルが必要になる可能性がある2つの状況は、複数
のアイテムパックが混在している場合です。これらは、サプライヤーと顧客が相互に同
意した場合にのみ使用されます。
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7.7. 特別なラベル（続き） 

 

複数またはペアの部品番号が同じコンテナに入れて出荷される場合、梱包された各部品
の人間が読み取れる部品番号は部品番号エリアに印刷され、これらの部品番号のバーコ
ード記号は印刷しないものとします。（図17：42ページの特別なラベルを参照してくだ
さい）。 

 

図 17: 特別なラベル 

7.7.1. 複数の共通アイテムパック 

図18：43ページの マスターラベルに示されているマスターラベルは、複数の共通アイ
テムパックの内容全体を識別する場合に使用します。複数パックの各サブパックは、出
荷/部品識別ラベルで識別されるものとします。複数パックの合計は、ユニットロード
の2つの側面にあるマスターラベルで識別されるものとします。可能な限り、ラベルは、
パックがバラバラになったときにラベルが破棄されるようにパックに配置する必要があ
ります（たとえば、マスターラベルをバンディングやストレッチラップ、シュリンクラ
ップから外したり、 パレットカートンをパックします。） 
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7.7.1. 複数の共通アイテムパック（続き） 

このラベルの上部には、見出し「マスターラベル」を太字の1.0インチ（25.4 mm）文字
で印刷するものとします。ラベル形式の残りは、シリアル番号のデータ識別子が（S）
ではなく（M）であることを除いて、出荷/部品識別ラベルの仕様に適合しなければな
りません。1バーコード形式で「M」が前に付くシリアル番号は一意の番号であり、 1
年以上にわたって繰り返されないものとします。マスターラベルの数量は、すべてのサ
ブパックの合計です。 

 

発注書番号は、「マスターラベル」のカミンズ・インコーポレイテッドによる必須フィ
ールドです。人間が読み取ることのできる発注書番号は、最低0.2インチ（5 mm）とし
ます。発注書番号のバーコード記号は、人間が読み取れる文字のすぐ下で、高さは最小
で0.5インチ（13 mm）とします。 発注番号に予想される最大長は、8文字にデータ識別
子（K）を加えたものです。 

 

 

図 18: マスターラベル 
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7.7.2. 混合品目のロード 

混合品目の荷物には、パック/コンテナの目立つ場所に太字の1.0インチ（25.4 mm）の文
字で「混合荷物」という文字が付いたラベルが付いています。2つの代替ラベルデザイ
ンが指定されています。 1つは混合材料が同封されていることをサイトに警告するよう
に設計されたもので、もう1つはサプライヤーとシリアル化された情報を識別するもの
です。 

 

各サブパックまたはアイテムは、上記の配送/部品識別ラベルで識別されるものとしま
す。 

両方のラベルの例については、44ページの図19：混合負荷ラベルの例を参照してくださ

い。 
 

 
 

汎用混合負荷識別ラベル 
 
 

 
 

 

 

 

 

サプライヤおよびシリアルデータフィ

ールド付きの混合負荷識別ラベル 

 
 

 

図 19: 混合負荷ラベルの例 
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7.7.3. ラベルの場所 

最も一般的な出荷パックと推奨ラベルの位置の図を 図20A：ラベルの位置の例、 図
20B：ラベルの位置の例 、 図20C：ラベルの位置の例に示します。ほとんどの場合、2
つのラベルが指定されます。ラベルの下端は、パッケージ/コンテナの底面と平行でな
ければなりません。 

 

バーコードシンボルの自動読み取りを容易にするために、ラベルの上端は、可能であれ
ば、コンテナの上端から0.5インチ以内に近づけてください。クワイエットゾーンが仕
様内にある限り、ラップアラウンドラベルは許容されます。 

 

 

 

図20A：ラベルの位置の例 
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図20B：ラベルの位置の例 



技術

規格 

技術規格番号 
グローバル パッケージング標準生産部品 

工場の製造仕様書 (アイテム) 

名前 

19041 
識別子 

 

 

最新のリリース番号 

192020-099 

標準改訂レベル 

002 

 

ページ 47 / 70 
 

カミンズ社外秘 

この文書（および文書に示されている情報）は 機密情報であり、 カミンズ・インコーポレイテッドの書面による同意なしに、ハー

ドコピーまたは電子形式で他者に開示、複製、またはいかなる目的で使用してはなりません。 

 

 
 

図20C：ラベルの位置の例 

8. 人間工学と持続可能性 

次のガイドラインは、適切なサイズのコンテナ、タイプ、部品の向き、および人間工学
を確立する際に使用されるものとします。 

a. コンテナ化およびパッケージング方法は、部品の品質、人間工学、およびコスト

を考慮してパック密度を最適化するものとします。カミンズ人間工学標準

（CORP-09-10-03-01）には、完全な人間工学設計ガイドラインが含まれています。

このドキュメントは、カミンズ サプライヤーポータルで確認できます。 

b. 人間工学に基づいたプレゼンテーション用の部品の向きは、オペレーターの把握、

持ち上げ、操作、および作業への部品の移動を最適化するものとします。オペレ

ーターは、中立の姿勢を維持しながら、部品をつかんでパッケージから持ち上げ

る ことができる必要があります。 

c. コンテナ内のパーツの向きは、ライン側で一貫した表示を行うための基準として、 

コンテナラベルに対する相対的な位置を利用するものとします。 

d. 部品は、部品の取り扱いを最小限に抑えるために、組み立てまたは作業するとき

と同じ向きで提示する必要があります。 
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8. 人間工学と持続可能性（続き） 

e. ダンネージが必要な場合、コンテナ内での向きは、部品と出荷ラベルの関係が維

持されるように 一貫して適用されるものとします。 

f. ダンネージは、パワーグリップとニュートラルな姿勢を可能にするハンドカップ

リングのデザインとハンドルの向きを含める必要があります。組み込まれている

場合、理想的なハンドルの長さは最小5インチ、手持ちのカットアウトは最小4.5

インチです。ダンネージは、手でアクセスして部品を適切につかむことができる

ように 設計される必要があります。ハンドクリアランスを設計するときは、手

袋を考慮する必要があります。 

g. 部品の移動を防ぐためにダンネージを使用する必要があります。 

h. 手の届く距離またはリフト距離を減らすことで人間工学的な利点を実現できる場

合は、手作業で扱うコンテナが好ましいパッケージング方法です。小ロット戦略

への貢献とリーチとリフト距離の削減という人間工学的な利点のため、 バルク

スタイルのパッケージよりも手動で処理されるコンテナの方が好まれます。  

i. 重量のガイダンスを超える可能性のあるパッケージは、リフトアシストまたは機

器を考慮して設計する必要があります。 

9. 参考文献 

この規格の準備には、次の参考文献が使用されました。 

a. AIAG B1, Bar Code Symbology Standard 

b. ANSI ASC X12.3, Data Element Dictionary 
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添付資料 A：パッケージング用語集 
 

表 A1：パッケージング用語集 
 

用語 定義 

3PL 第三者物流サービス 

四方差し 構成がパレットのすべての側面からの取り扱い機器の挿入と

引き出しを許可するパレット。 

接着剤 ある表面を別の表面に接着できる材料。ファイバーボックス

に関連して使用される場合：固体繊維板のパイルを接着する

材料、複合段ボールの段ボールに外装材を接着する、メーカ

ーのジョイントを形成するボックスの重なり合う側面を接着

する、またはスロット付きボックスを閉じるときにフラップ

を接着する材料。 

AIAG 全米自動車産業協会 

アングルボード 保管または出荷中にパッケージ製品を保護するために使用さ

れるコーナーボードまたはアングルボード。それらは、へこ

み、ストラップ、ストレッチフィルム、およびその他の輸送

および取り扱いの損傷から貨物を保護するために使用されま

す。また、スタック強度を改善するためにも使用されます。 

APQP 先行製品品質計画 - 新規または変更された製品およびプロセ

スを導入するために使用される系統的なプロセス。 

保証レベル パッケージパフォーマンスで達成したいレベルに基づいたパ

ッケージのテスト強度。平均的な保証レベルでは、テスト強

度が中程度の場合はレベルII、最高レベルの保証にはレベル

I、最低レベルの保証にはレベルIIIを使用できます。 

船荷証券 運送業者から商品の委託者に渡される領収書の形式での商品

の出荷の詳細なリスト。 
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添付資料 A:パッケージング用語集（続き） 
 

表 A1：パッケージング用語集（続き） 
 

用語 定義 

ブロックライザー 長方形、正方形、または円筒形のデッキスペーサー、または

パレットデッキ間または上部デッキの下のブロック。通常

は、パレット内のコーナーブロック、エンドブロック、エッ

ジブロック、インナーブロック、センターブロック、ミドル

ブロックとして識別されます。 

バルクパック 複数の同様のパーツがパッケージ化され、単一のコンテナー

として使用され、パーツの複数のプライマリコンテナーを含

まないコンテナー。 

クラス「A」の表面 自動車の設計で使用される用語で、高効率と高品質の一連の

自由曲面を表します。 

クローズドクレート 構造フレームワークとパネルメンバーが一緒に固定されて堅

固なエンクロージャーを形成するコンテナ。このエンクロー

ジャーの作成に使用されるパネルは、段ボール、合板、

OSB、または特定の製品を封じ込めるのに十分な強度を持つ

製品で作成できます。クローズドクレートは完全に密閉され

ており、充填のために取り外し可能なセクション（側面、端

部、上部、底部、キャップ）を持つことができます。 

クロージャー コンテナを閉じて内容を保護する手段。 

コンテナフリートサ

イズ 

起点からの特定の要返却システムフローをサポートするため

に必要なコンテナの数。 

コーナーポスト 積荷容量を改善するために、ユニットの荷またはカートンの

角の内側または外側に配置される構造支持部材。 

腐食防止剤 鉄および非鉄金属の酸化を抑制するために使用される媒体。 

段ボール包装材 ひだ付き段ボールの1つまたは複数のシートをライナーボード

の1つまたは複数の平らな表面に接着することによって形成さ

れた構造。時々不正確にカードボードと呼ばれます。 
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添付資料 A:パッケージング用語集（続き） 
 

表 A1：パッケージング用語集（続き） 
 

用語 定義 

キューブ使用率 キューブ使用率は、使用される合計使用可能スペースの量を

パーセントで表す業界用語です。スペースが製品で完全に満

たされている場合、キューブの使用率は100％です。この用語

は、二次、三次、またはトラック/コンテナの積み込みで有効

です。 

カミンズ受け取りサ

イト 

サプライヤーから供給される部品を特に受け取るカミンズの

サイトの場所。 

サイクルカウント サイクルカウントは、在庫の小さなサブセットが指定された

間隔でカウントされ、物理的なカウントがシステムのバラン

スと一致することを検証する在庫管理手順です。 

デッキボード ストリンガーまたはストリンガーボードに対して垂直に向け

られた、パレットデッキの要素またはコンポーネント。 

デッキボード間隔 隣接するデッキボード間の距離。 

乾燥剤 密閉容器内の湿度を所定の低い値にすばやく下げ、その後一

定の時間湿度を低く保つために使用される乾燥剤。 

ダブルウィング パレットのストリンガーにまたがる上部および下部のデッキ

ボードを持つパレットスタイル。 

ダンネージ 出荷中に商品の方向を決め、安全を確保し、保護するために

使用されるデバイスまたは材料 

動的な環境 貨物輸送イベントなど、製品が動いている状態。 

消耗品の包装 主に1回限りの使用を目的とした包装材料、その後の再利用、

リサイクル、廃棄に渡る処分。 
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添付資料 A:パッケージング用語集（続き） 
 

表 A1：パッケージング用語集（続き） 
 

用語 定義 

フェールセーフ アクションまたは結果の本質的なエラー証明方法。 

フリートサイズ 仕入先とカミンズの合計サイズのフローに割り当てられた要

返却コンテナシステムのコンテナ日数。 

フロート日 サプライヤー側のフローに特別に割り当てられた要返却コン

テナシステムのコンテナ日数。 

フットプリント 特定のパッケージまたは単位負荷の長さと幅の寸法。 

GPSウェブサイト サプライヤーが購買および包装基準に関する情報と要件にア

クセスできるグローバル購買システムのウェブサイト。 

等尺性 3次元オブジェクトを表す技術図面投影の方法。 

ISPM-15 植物検疫措置に関する国際基準第15号。国際貿易で使用され

る無垢材の梱包材からの昆虫根絶のための承認された措置を

管理する国際植物防疫条約（IPPC）の世界的な規制。通常、

承認された熱処理または燻蒸プロセスによって行われます。 

JISK0303 工業用木材材料のホルムアルデヒド空気中濃度閾値の規制に

関する日本工業規格。 

ラベルプラカード 再利用可能なラベル保持面を提供するデバイス。一度使用し

たラベルは、ラベルの残りなしですばやく貼り付けたり、取

り外したりできます。 

ラインサイドプレゼ

ンテーション 

部品および/またはパッケージングの方法は、使用のために

組立ラインまたはリーン製造組立ステーションに導入されま

す。 
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添付資料 A:パッケージング用語集（続き） 
 

表 A1：パッケージング用語集（続き） 
 

用語 定義 

製造木材 合板を作成するために未加工木材を使用して人工プロセスか

ら生産された木材材料、配向性ストランドボード（OSB）、

積層ベニヤ木材、積層ストランドボード、プレス木材など 

メタルステッチ スプールから引き出されたワイヤーを使用して機械加工され

た固定装置。 

混合負荷 パッケージ化された部品の複数の部品番号で構成される単位

負荷。 

モジュラリティ 標準化された包装ユニットを結合して、包装されたユニット

と輸送モードで効率を提供するより大きな組成物を形成する

というコンセプト。 

ネスト 連続する各アイテムが次のアイテムにある程度含まれるよう

に積み重ねられたアイテムの構成。 

NIOSH 労働安全衛生研究所 - 労働、健康、安全に関する規制を担当

する米国の管理機関。 

NWPCA ナショナル・ウッドパレット・アンド・コンテナ・アソシエ

ーションは、木製パレットおよび木製コンテナの構造と材料

の基準を設定および管理する北米の組織です。 

オープンクレート 堅固な支持構造を形成するために互いに固定された構造フレ

ームワークを備えた木製コンテナ。 

オーバーハング パレットの幅または長さの寸法を超えて伸びる部品/カート

ン/ユニット負荷の部分。（許可されません。） 

オーバーパック 小さいプライマリコンテナがパッケージ化される大きい/セカ

ンダリコンテナ。 
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添付資料 A:パッケージング用語集（続き） 
 

表 A1：パッケージング用語集（続き） 
 

用語 定義 

パレット式 ユニットロードとして出荷するためのパレット上のコンテナ

の積み重ねと固定。 

植物検疫 有害な害虫や植物の病気がないこと。ISPM 15を参照してくだ

さい。 

すべての部分に対

する計画 (PFEP) 

部品の向き、標準梱包数量（適切なサイズの梱包）、梱包寸

法と重量、ラインサイド表示、配送頻度など、梱包部品のコ

ンテナ化とマテリアルフローの特性を定義および最適化する

プロセス。 

原点 カミンズが商品の所有権を取得するロケーションまたはステ

ーション。 

使用ポイント 製品 または コンポーネントが 消費 さ

れる 場所 または ステーション 。 

ポリ袋 熱可塑性ポリマーまたはその組み合わせで構成されるプラス

チックフィルムバッグ。 

消費者リサイク

ル材料 

消費前材料（インプロセスとも呼ばれる）は、製造プロセス

で発生する廃棄物であり、同じ材料または製品を作るために

再び使用されます。 

再利用リサイク

ル材料 

再利用のコンテンツは、消費者が購入して使用した完成品に

由来し、新しい製品を作り、埋め立て地への転用に使用した

後にリサイクルされます。 

生産部品承認プロセ

ス（PPAP） 

生産中に問題が発生するのを防ぐために必要な初期品質計画

作業を文書化するプロセス。 

プライマリコンテナ パッケージ化されたパーツのコンテナ化の最小単位。 

リサイクル可能な素

材 

原材料として使用するために再処理できる材料。 
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添付資料 A:パッケージング用語集（続き） 
 

表 A1：パッケージング用語集（続き） 
 

用語 定義 

返却可能なコンテナ 製品のライフサイクル全体にわたる長期の返品と再利用のた

めに特別に設計された出荷用コンテナ。 

再利用可能なパッケ

ージング 

保護機能を損なうことなく、限られた数の使用サイクルで安

全に再適用できるパッケージ。 

適切なサイズのコン

テナ 

材料の流れとラインサイドの表示を最適化するための梱包数

量と容器サイズ。 

Sレビュー 新しいサプライヤーを調達する際の購買準備確認プロセス。 

セカンダリコンテナ 1つ以上のプライマリコンテナがパッケージ化されているコ

ンテナ。 

シャイナー 木材パレット、クレートまたは箱の外側に伸びるポイントを

備えた突き出しファスナー。 

収縮包装 パッケージまたは製品に適用されるプラスチックフィルム

は、オーブンまたはその他の加熱装置を通過して、アイテム

の周囲のプラスチックフィルムを収縮させます。 

無垢材 均質な原木パッケージング材料（例：ソリッドボードまたは

厚板）。 

静的環境 倉庫環境など、製品が動かない状態。 

ストレッチラップ 引き延ばされ、製品のパレット負荷をしっかりとユニット化

するために、いくつかの重複する回転で単位負荷の周りに巻

き付けられるパッケージ/製品に適用されるプラスチックフィ

ルム。 

ストリンガー パレットのデッキを支える連続した縦部材。 
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添付資料 A:パッケージング用語集（続き） 
 

表 A1：パッケージング用語集（続き） 
 

用語 定義 

ユニットロード 取り扱い、保管、輸送のために、複数のカートンまたはバル

ク包装されたアイテムが単一の包装されたコンテナまたは構

造に組み立てられます。 

VCI 鉄および非鉄金属の腐食を遅延または防止するために使用さ

れる化学気化プロセス一般に「揮発性腐食抑制剤」と呼ばれ

ます。 
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添付資料 B：生産コンポーネントの梱包ガイドライン - 無垢材クローズドクレート 

B1.対象範囲 

この文書では、米国国内および国際的な用途の両方で、無垢材クローズドクレート梱包
の推奨構造と寸法基準を指定しています。これらの規格の目的は、標準化を提供し、製
品の損傷を減らし、パックの故障に起因する安全関連の事故を防ぐことです。この文書
には、ユーザーをナビゲートしてカミンズが認識する最適なパッケージングソリューシ
ョンを選択するためのガイドラインが含まれています。ガイドラインでは、最終ソリュ
ーションに到達するためにさまざまなパラメーター（サイズ、重量、格納など）を考慮
します。 

B2.方法論 

これらのガイドラインは、さまざまなパッケージングスタイル、地域で入手可能な材料
と製造能力、輸送条件、および業界で認められた試験手順の組み合わせ研究の結果とし
て策定されました。許容可能なソリューションが定義されると、これらのソリューショ
ンは厳格な輸送テスト（ASTM D4169、保証レベル1-落下/振動/衝撃）の対象となり、
複数の利害関係者と共に実装の成功を保証するためにレビューされました。 

B3.建設の詳細 

以下の詳細には、必要なパッケージソリューションを選択する際のガイドラインをナビ
ゲートするために必要なすべての参照情報が含まれています。 

B3.1.材料 – 使用されるすべての無垢材はISPM 15の要件に準拠し、水分が14％を超

えないものとします。次の材料は、パッケージングソリューションの構築中に使用でき

ます： 
 

a. 広葉樹種 –（例：オーク、ポプラ、メープル、ポプラ、アッシュ、コットンウッ

ド、ローカスト）。 

b. 針葉樹種 – スプルース、マツ、モミ。 

c. 合板 – E0またはE1グレードの合板は、壁のコンポーネント（サイド、エンド、

トップ）にのみ使用できます。壁のコンポーネントに合板が選択されている場合

は、スラットにする必要はありません。（ 図B1：合板箱を参照してください。） 
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添付資料 B:カミンズ生産コンポーネントパッケージングガイドライン - 無垢材クローズ
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図 B1：合板箱 B3.2.ファスナー 

a. タイプ – らせん状、スムーズシャンク、およびリングシャンクの釘は、建設中の

使用に許容されている留め具です。ねじは、係合要件を満たす限り許可されます。

ステープルは許容されていないファスナーです。 

警告:突出した釘またはねじは「シャイナー」と呼ばれます。安全性の観点から、 

「シャイナー」は取り扱い中のけがを防ぐために許可されていません。 

b. 係合 – 2つの部材のファスナーの係合は、少なくとも75％でなければなりません。

（例えば、厚さ0.75インチ（19.05 mm）のパネルを1.5インチ（38.1 mm）クリー

トに釘付けする場合、 留め具の最小の長さは1.5インチ（38.1 mm）である必要が

あります。 

c. 開梱と税関検査を容易にするために、上部はネジで固定する必要があります。 

d. 製品ベースの固定 – 製品をベースに固定する場合、サプライヤーは最小厚さ1.5

インチ（38.1 mm）のデッキ素材を使用し、剥がれの原因となるデッキからはみ

出さないようにします。 
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B3.2.ファスナー（続き） 
 

フットプリントサイズ – 輸送キューブの使用率を最大化し、輸送中の横方向の影響を最
小限に抑えるために、クレートのフットプリントには、次の寸法の少なくとも1つを含
める必要があります（59ページの表 B1：フットプリントサイズを参照してください）。
この要件を満たせない場合、サプライヤーは実装前にカミンズのパッケージ担当者に連
絡して承認を受ける必要があります。 

表 B1：フットプリントサイズ 
 

国際（90インチ幅の海洋コ

ンテナ） 

米国国内（96インチ幅の

バン） 

インペリアル

（インチ） 

メトリック

（mm） 

インペリアル

（インチ） 

メトリック

（mm） 

15 381 20 508 

18 457.2 24 609.6 

22.5 571.5 32 812.8 

30 762 48 1219.2 

45 1143 96 2438.4 

90 2286  

B3.3.バンディング – 一方のバンディングはすべてのクレートで必要です。望ましい

バンディング材は、最小幅0.75インチ（19.05 mm）のポリエステルです。スチールバン

ディングは禁止です。クリートとバテンが存在する場合、バンディングはそれらに合わ

せて配置します。大きなスパンで壁の強度が不足することが懸念される場合は、センタ

ーバンドをセンターランナーの両側に配置できます。 
 

B3.4.クレート容量 – 次の3つの義務レベルが続きます： 
 

a.軽量（< 1000ポンド/ 453 KG） 

b. 中量（1000-2500ポンド/ 453-1133 KG） 

c. 重量（2500-4000 ポンド / 1133-1812 KG） 
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B3.5.コンポーネントの詳細 
 

a. 壁（上部、側面、および端部メンバー）– 壁ボードの最小幅は3.5インチ（88.9 

mm）である必要があります。スラットの間に隙間がない限り、さまざまな幅の
組み合わせが許容されます。大きなスパンで壁の強度に懸念がある場合は、 追
加の横方向のサポートを提供するためにセンタークリートを配置できます。 

b. クリート – クリートは、ランナーと平行な壁と一体化します。側面と上部は、留
め具でクリートの端に固定し、クリートは ランナーの側面に固定するものとし
ます、 

c. デッキ – クレートのスパンが大きく、図 B3：クレートコンポーネントサイズの
重量クラスチャートで指定された特定のデッキサイズのボードの厚さを利用して
デッキの強度に懸念がある場合、サプライヤーは、アプリケーションに対応する
ために«4»«5»<6> より大きなサイズのデッキボードを使用する必要があります。 

d. バテン – バテンは、ランナーと平行して木枠の周囲を強化します。バンディング
ストラップをバテンの上に配置します。バテンは、フォークタインからのバンド
のせん断を防ぐために、 ランナーの端から2インチ（50.8 mm）以内に配置する
必要があります。 

e. ランナーストリップ – ランナーのせん断/座屈を防ぐために、サプライヤーが2.5

インチ（63.5 mm）未満の厚さのランナーを使用することを選択した場合、ラン
ナーストリップ（下部デッキボード）が必要です。ランナーストリップは、最低
0.5インチ（12.7 mm）である必要があります（ 図 B2：ランナーストリップを参
照してください）。 

 

図 B2：ランナーストリップ 
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B3.6.クレートコンポーネント 
 

図 B3：クレートコンポーネントのサイズ 
 

図 B4：クレートコンポーネント 
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B3.7.工法 
 

図 B5：工法 
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添付資料 C：包装データシート（PDS） 
 

包装データシート（PDS）に記入し、 カミンズのソーシングマネージャーに返送
します。 

PDSフォームのグラフィック例は、最新の改訂レベルではない場合があります。サプラ
イヤーは、カミンズのサプライヤーポータルから現在リリースされているPDSテンプレ
ートのリビジョンを取得する必要があります。 

PDSには2つのデータ入力タブが含まれており、これらは全て完成する必要がありま
す。これらのタブは、包装仕様データシート（PSDS）および包装コストデータシート
（PCDS）です。 

さらに、[要件の確認]タブは、提案された設計コンセプトですべての標準要件が満たさ
れていることを確認するための参照として使用できます。 

次のパスにオンラインで接続して、サプライヤーポータルでPDSを検索します：

www.supplier.cummins.com 

 左側のメニューから[標準とプロセス]を選択し、  [パッケージデータシートテンプ
レート]を選択します 

 

 

 

 

 

http://www.supplier.cummins.com/
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添付資料 C:包装仕様データシート（続き） 
 

図 C1：包装仕様データシート（PSDS）フォーム 
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図 C2：包装仕様データシート（PSDS）の説明 
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添付資料 C:包装仕様データシート（続き） 

 

図 C3：パッケージングコストデータシート（PCDS）フォーム 
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図 C4：パッケージングコストデータシート（PCDS）の説明 
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添付資料 D:改訂ログシート 
 

表 D1：改訂ログシート 
 

日付 表示 変更または更新されたもの 変更/更新者 

7/11/2019 すべての ワードプラントをサイトに置換 P. Ouillette 

7/11/2019 すべて のパッケージング仕様データシート（PSDS）

を包装データシート（PDS）と交換 

P. Ouillette 

7/11/2019 1 更新版要約 P. Ouillette 

7/11/2019 6 サプライヤーポータル画像を追加 P. Ouillette 

7/11/2019 8 NCMRまたはMNCからMNCのみに変更 P. Ouillette 

7/11/2019 8 グローバルパッケージング協議会メンバーをソ

ーシングマネージャーに置換 

P. Ouillette 

7/11/2019 8 ユーザーをCMIサプライヤーポータルのサイト

固有のパッケージング要件文書に指図 

P. Ouillette 

7/11/2019 9 10ページの 図2： 包装データシート（PDS）デ

ータフロー図を追加。 

P. Ouillette 

7/11/2019 10 =パッケージデータシート（PDS）フローチャ

ートを更新 

P. Ouillette 

7/11/2019 11 前のページ間のつながりを表示するため、パ

ッケージデータシート（PDS）フローチャート

（続き）を更新 

P. Ouillette 

7/11/2019 12 セクション5.1. 部品保護（13ページ）のイント

ロパラグラフを更新 

P. Ouillette 

7/11/2019 7, 13, 14 サプライヤー品質改善エンジニア（SQIE）を作

成 

P. Ouillette 

7/11/2019 13 劣化を含むように定義/保存を更新 P. Ouillette 
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表 D1：改訂ログシート（続き） 
 

7/11/2019 13, 14 容認できる、許可を得て許可される、禁止さ
れる材料を明確にするために、持続可能性と
環境影響のセクションを更新。部品番号レベ
ルで許可された材料包装の承認が必要である
ことを表示。Sustainable Packaging Coalitionによ
るリサイクルシンボルを含むチャートを追加 

P. Ouillette 

7/11/2019 17 セクションタイトル5.7.2（19ページ）を「パ
レットの建設」から「パレットの設計と建
設」に変更。セクション5.7.1.2(18ページ)を
「パレットスタイル」から「パレット設計要
件」に変更。更新には、ストリンガーおよび
ブロックスタイル設計のリフトアクセスが含
まれます。 

P. Ouillette 

7/11/2019 17 すべての国際貨物について、すべての木製パレ
ットはISPM 15の要件に従う必要があることを
追加。 

P. Ouillette 

7/11/2019 17 コンテナ/カートンのオーバーハングが許可さ
れていないことを表示 

P. Ouillette 

7/11/2019 18 使用禁止のパレットスタイルにシングルウィ
ングパレットを追加。 

P. Ouillette 

7/11/2019 18 部品番号レベルで金属ストラップの承認が必
要であることを表示 

P. Ouillette 

7/11/2019 20 パッケージのモジュール性を示す図を更新 P. Ouillette 

7/11/2019 22 PDSの承認なしでユニットの高さと幅の比率
（h：w）が2：1を超えないようにする記述を更
新 

P. Ouillette 

7/11/2019 24 カミンズサイトではステープルが許可されて
いないため、ボックス内のステープルのイメ
ージを削除するために図11：パッケージ計画
の例を更新しました。 

P. Ouillette 
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表 D1：改訂ログシート（続き） 
 

7/11/2019 24, 25 カミンズがテストを要求する権利を留保して

いるという事実を反映するために、パッケー

ジングテスト標準の言語を更新。 

P. Ouillette 

7/11/2019 29 セクション 7.3.の34ページについて、優先され

るカミンズのラベル情報と決定の背景にある

理由を更新。 

P. Ouillette 

7/11/2019 30 新しい重量と総重量の定義をテキストに追加。 P. Ouillette 

7/11/2019 31 推奨寸法のラベルテンプレート画像を追加

し、ラベルの重量と原産国のスペースを表

示。 

P. Ouillette 

7/11/2019 32 優先ラベルの両方の形式の画像をタグとして追

加。 

P. Ouillette 

7/11/2019 32, 33 完成したラベルに各形式の画像例を追加。 P. Ouillette 

7/11/2019 34 ラベル要件を示す表を追加。 P. Ouillette 

7/11/2019 38-40 セクション 7.7.3. 45ページ のラベルの位置図

を読みやすい表に更新。 

P. Ouillette 

7/11/2019 41 セクション 8（47ページ）の人間工学と持続可

能性のセクションを追加。カミンズの人間工

学 標 準 は サ プ ラ イ ヤ ー ポ ー タ ル

（supplier.cummins.com）で確認できます。 

P. Ouillette 

 

 

 


